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＜連絡事項＞
・青森県感染症発生情報
①インフルエンザ

東地方＋青森市保健所管内、三戸地方＋八戸市保健所管内で警報が発令されました。上十三保健所管内、むつ保健所管内では警報が継続し、弘前保健所管内、五所川原保健所管内では注意報が継続しています。

②水痘

 　三戸地方＋八戸市保健所管内、五所川原保健所管内で注意報が発令されました。

③伝染性紅斑

 上十三保健所管内で警報が継続しています。

④RS ウイルス

県全体の定点当たり報告数が過去5年間の同時期と比較してかなり多い状態です。

⑤マイコプラズマ肺炎

 　　県全体の定点当たり報告数が過去5年間の同時期と比較してやや多い状態です。
＜患者様連絡事項＞
・矢崎　清三様～発熱続いており、深夜帯にて酸素飽和度低下あり。身体管理必要である事から東Cユニットから合併症室へ移動している。
　　　　　　　　ヘモポリザン軟膏1本/日で7日分処方となる。

・尾嵜　マリ子様～10：30療養環境変更目的にて東Bユニットから西Bユニットへ転出となる。
・夏坂　浩美様～合併症室から東D20号室へ移動している。
・見付　幸一様～血糖測定継続、N-Gチューブ抜去あり再挿入行っている。
・名久井　光雄様～内科薬本日朝より5日分処方となる。排便-8日目にてケンエーG浣腸60ml 1本処方となる。
・下村　慶子様～N-G交換、Ba交換行っている。

・中居　松男様～午後より発熱あり、15:00にアンヒバ坐剤(200)1個挿肛している。点滴施行しているが発汗多量で、尿量少なく濃縮尿のため点滴1本追加処方となる。内服薬は全て中止の指示あり。2/2採血(セット3)施行の指示となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放中の問題行為無く入室拒否も無い。妄想発言も無く、対応は穏やかである。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。常に一人で不満を叫んでおり、声高さや指示的口調は持続している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中の迷惑行為はないが、入室中のドア蹴りは続いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～時間隔離中。朝食前に興奮あり、施錠しているが午後は落ち着いている為開錠している。開錠後は問題行動無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・西舘　力哉様～スタッフコールし飲水要求あり都度対応している。対面時の妄想様発言無く穏やか。幻聴様の訴えはあるが、不穏さはない。
・板橋　愼悦様～体幹のみ身体拘束中。介入への拒否はなく、バイタルサインに異常なし。拘束部位の循環障害はなし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～上肢のみ身体拘束中。バイタルサインに異常なく、嘔気・嘔吐なし。拘束部位の循環障害はなし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。拘束からのすり抜け行為はなく、拘束部位の循環障害はない。妄想発言もなく対応は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。ミトンも使用するがＭＧチューブの自己抜去あり、スタッフ3名にて再挿入行っている。経管栄養はトラブルなく終了している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～13:00体温38.5℃、クーリングにて対応。食事は各食数口程度、エンシュアは1/2～全量摂取している。
・夏坂　浩美様～バイタルサインに異常はない。朝より嘔気の訴えあるも嘔吐はない。朝食1/4、昼食2/3摂取している。
・矢崎　清三様～発熱続いており、深夜帯にて酸素飽和濃度89％。痰鳴あることから合併症室へ移動している。吸引施行し黄色痰除去している。
＜安ケ平Dr診察情報＞
・野田　敏治様・藤井　崇史様・河原木　泰志様～定期薬処変無し。
・中居　松男様～点滴は2/4迄継続。エンシュアリキッドを本日昼から2/5朝分迄処方(電子カルテ上2/4迄の表示となっている)。
＜入院患者様情報＞
氏    名：佐藤　光子様

  生年月日：昭和21年8月11日　　72歳

  病    名：レビー小体型認知症疑い

  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Bユニット

  主治医  ：馬渡Dr

  入院形態：医療保護入院

（経緯）

　H27年に兄との死別を機に抑うつが出現し、近医の内科よりあおぞらクリニックへ紹介されH28年10月に初診。以後外来で薬物療法を継続しており概ね安定していた。

　H31年1月21日受診時に幻視を訴え不穏状態や的外れな発言・同じ内容を繰り返し話すなどのおかしな言動があったと家族より情報提供あり。

　1/25～ショートステイを利用していたようだが、特に幻視の訴えは目立たなかったという。また家人の話では薬の空包を飲もうとしてみたり少しおかしな行動があったとのこと。認知機能障害、幻視、不穏といった症状を認め医療及び保護のため入院加療が必要であるが、本人に病識はなく入院への適切な理解と同意を得ることが困難であるため娘様の同意を得て医療保護入院とした。
　※LTBプラン、オムツ②
　※腰椎圧迫骨折ありコルセット使用中
　※要介護1

　※ダットスキャンの為日赤受診予定(2/25 10:30～)

当院スタッフ付き添い希望。息子様の休みが合えば息子様が付き添うとの事。
　

